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協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間において、前回の事業評価結果をど
のように生活交通確保維持改善計画に反映させた上で事業を実
施したかを記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に基づく事業が適切に実施されたかを
記載。計画どおり実施されなかった場合に
は、理由等記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標
ごとに記載。目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析
の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記載。改
善策は、事業者の取り組みだけでなく、地域の取り組み
について広く記載。特に、評価結果を生活交通確保維持
改善計画にどのように反映させるか（方向性又は具体的
な内容）を必ず記載すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

つつじ㈱

つつじバス

(R3.10～R4.3）
→循環線、神明線、片上･北中山線、立
待線、河和田線、通学便市内高校ルー
ト、通学便片上･北中山ルート、通学便
立待ルート

(R4.4～R4.9)
→循環線、神明線、片上・中河線、立待
線、河和田線

越前観光㈱

つつじバス

(R3.10～R4.3）
→循環線、幹線、鯖江南･新横江線、豊
線、河和田線、通学便市内高校ルー
ト、通学便豊ルート、通学便中河・北中
山ルート、通学便河和田ルート

(R4.4～R4.9)
→循環線、鯖江南・新横江線、豊線

鯖江交通㈱

つつじバス

(R3.10～R4.3）
→循環線、吉川線、通学便吉川ルート

(R4.4～R4.9)
→吉川線、立待線

鯖江高速観光㈱

つつじバス

(R3.10～R4.3）
→循環線、幹線、鯖江南･新横江線、片
上･北中山線、立待線、中河･北中山
線、河和田線、通学便中河･北中山
ルート、通学便河和田ルート

(R4.4～R4.9)
→循環線、神明線、片上・中河線、北中
山・中河線、河和田線

鯖江市地域公共交通活性化協議会

生活交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

【前回の評価内容】

(評価できる取組み)

①地域公共交通計画策定に際して、地域の意見を踏まえ、地域
公共交通網の将来像として「豊かさと安心のある暮らしを支える
交通環境」と４つの目標等を掲げ、各種事業を盛り込み計画策定
に繋げられたことについて評価します。
②市内交通拠点において、コミュニティバスの運行事業の安定化
に向けて、新たに大型モニターを活用した広告制度を開始された
ことについて評価します。
③鯖江市地域公共交通活性化協議会の協議内容・結果をホー
ムページに掲載され情報共有に努められていることについて評
価します。
　
(期待する取組み)
④地域公共交通計画等に沿って各種事業を着実に進められると
ともに、事業の進捗管理についても併せて取り組まれるようお願
いします。
⑤地域公共交通計画の目標、実施内容、実施結果に関する評
価・分析を定期的に行うとともに、必要に応じた見直しを進められ
ることを期待します。
⑥令和4年4月に予定される、市内交通の見直しに際して、利用
者の混乱を招くことがないよう、運行ダイヤ等の周知徹底をお願
いします。
⑦市内を運行する地域間幹線系統のうち輸送量が低迷している
系統について、現状や問題意識を県・関係市町村・関係事業者と
共有すると共に、当該系統の必要性に応じ、利用促進や系統維
持に向け県や関係者と連携して取組を実施されるよう期待しま
す。

【事業の実施内容】

④事業の実施スケジュールに沿って、事業を進めている。特につ
つじバス車両の更新については、R4年度中に中型バス1台の更
新、R5年度以降については小型バスを順次更新していく予定で
ある。あわせて、車両の更新にあわせて車両デザインのマイナー
チェンジを行うことで話題性の確保を行い、つつじバスへの愛着
醸成を図る。また、つつじバス1日フリー乗車券の導入、ＳＮＳを
利用した情報発信もＲ５年度中に順次開始していく予定で進めて
いる。

⑤当協議会において随時報告を行うとともに、必要に応じて委員
の方々の意見を聴取しながら、必要に応じて見直しも検討してい
く。

⑥路線図（時刻表データ）が完成した段階で、全路線図およびそ
れぞれの路線においてどの部分が改正になったのかを具体的に
明示して市のHPに掲載した。市の広報の見開きページ特集に
て、つつじバスのダイヤ改正についての掲載を実施した。また、
広報と合わせて携帯型時刻表を挟み込み全世帯に新ダイヤの
時刻表を配布した。市内の主要施設(商業施設・公民館・温浴施
設・駅等)にも時刻表をあらかじめ設置するとともに、R4年度版の
時刻表には巻末に乗換え早見表を掲載することで、新しいダイヤ
への変更による混乱を最小限に抑えるように努めた。あわせて
新ダイヤの定着が早期に図られるように市内各町内にある高齢
者サロンへの出前講座を継続的に実施し、どの部分がダイヤ改
正で変わったかを資料を用いて丁寧に説明している。

⑦県主導の「生産性向上に向けたWG」に参加。各系統の実状を
把握するとともに路線沿線市町の利用者促進策について共有を
行った。コミュニティバスのダイヤ改正を行う際、可能な限り乗継
ぎができるようにダイヤの調整の実施を行った。あわせて、県が
実施しているおでかけ応援事業（フリーきっぷ半額キャンペーン）
等お得な制度について、市のHPへの掲載、市役所内にチラシの
設置を行うことで利用者への周知を図った。

令和４年４月のダイヤ改正に向けての準備に
時間をかけていたこと、また新ダイヤの定着を
第一に実施してきたため、計画に基づく事業
すべてを適切に実施は出来なかった。

ダイヤ改正に向けては、前回再編時からいた
だいていた各地区からの苦情・要望内容を全
て整理するとともに、鯖江市地域公共交通計
画を実施するにあたり、市内在住者2,000名に
公共交通に係る市民アンケートの実施、また
つつじバス各路線の利用者へのアンケ―トを
実施した。

その結果、土日祝日運行便が少ないこと、各
地区路線との市内循環路線との乗継ぎが悪
いこと、各地区路線のルート見直し希望(主に
速達化)、電車との乗継ぎをなるべく合わせて
ほしいといった声を受け、市内循環線をパター
ンダイヤ化、各地区路線との主要乗継ぎ拠点
を2ヶ所設け、各地区との乗継ぎを全て10分程
度で出来るようダイヤ・路線の改正を行った。
また、電車との接続についても、ダイヤ改正時
に接続が可能な部分については微調整を行う
などして、バスから電車、電車からバスへの乗
継ぎについても行えるように改正を行った。

また、1kmあたりの利用者数の少ない路線に
ついて廃止を行い、その分のバスを各地区路
線に振り分けることで、各地区路線の増便お
よび土日祝日運行便の増便を図った。

大きなダイヤ改正であったことから、既存利用
者が混乱を起こさないよう、また新規利用者
獲得に向けて、各地区の高齢者サロンにて変
更点についてひとつひとつ丁寧に説明するこ
とを意識して新ダイヤの早期定着を図ってい
るところである。

〇実績

[R3] R2.10～R3.9
目標　230,900人　　実績　107,021人

R4.4.1～ダイヤ改正実施
［R4］R4.4～R4.12（※R3.12に地域公共交通計画、R4.4.1にダイヤ改
正を実施したことによる）
目標　111,900人(/149,200人)　　実績　83,086人
［R5］R4.10～R5.9
目標　154,400人　　実績　　　　　　人
［R6］R5.10～R6.9
目標　159,600人　　実績　　　　　　人
[R7] R6.10～R7.9
目標　164,800人　　実績　　　　　　人
[R8] R7.10～R8.9
目標　170,000人　　実績　　　　　　人

※一便あたりの利用者数推移
〇〇線　[R3]→[R4]→[R5]→[R6]→[R7]→[R8]
循環線　[5.99]→[6.94]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
鯖江南・新横江線　[1.26]→[1.55]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
神明線　[4.13]→[3.24]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
片上・中河線　[3.57]→[2.20]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
立待線　[4.12]→[3.70]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
吉川線　[5.02]→[4.02]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
豊線　[4.45]→[5.00]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
北中山・中河線　[1.18]→[1.39]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
河和田線　[5.21]→[4.24]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]
全路線　[4.38]→[4.32]→[　　]→[　　]→[　　]→[　　]

〇分析
各地区路線から市内循環線への乗継ぎ利便性の向上により、循環
線の利用者数が顕著に伸びている。
循環線以外の各地区路線においては、大きなダイヤ改正ということも
あり、ダイヤ改正を行った4月および5月、6月については大きく落ち込
みを見せる路線もあったが、概ね7月以降に回復傾向に転じている。
新路線定着に向けての出前講座等の効果、利用者が新ダイヤに慣
れてきていることがうかがえる。ただ、路線によっては依然として利用
者が伸び悩んでいる部分もあるため、利用者増加に向けた促進策の
実施が必要である。

利用者数の目標については、現状に見合っ
た数値と大きくかけ離れてしまっていたた
め、R3.12に策定を行った地域公共交通計画
内にて、R8年度の利用者目標を170,000人
で再設定を行った。

今後の事業内容については、新ダイヤでの
運行を約1年間終えることになることから、つ
つじバス利用者へのアンケート調査を行うこ
とで新ダイヤに対する利用者の生の意見を
聞き出し、更なる利便性向上出来る点がな
いかを探る。また新ダイヤについての意見等
も既に出ているため、それらの点についても
対応を検討できないかを活性化協議会内で
協議を行う。R6年春には北陸新幹線敦賀開
業に伴い、JR鯖江駅は並行在来線に移るた
め、電車との乗継ぎについても可能な限り再
設定できるよう調整を行う。

あわせて、新しいSNSツールを使ったバス運
行情報の発信を開始、新しいデザインのバ
ス車両の更新に伴う話題性の確保、1日フ
リー乗車券等の新たな割引制度を設けるな
ど、新たな施策を実施することで新規ユー
ザーの取り込みを図る。
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協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

鯖江市は、中心部をＪＲ北陸線と福井鉄道福武線の２社の鉄道が縦断していることにより公共交通の利便性が確保されているが、鯖江市
西部は日野川により、鯖江市東部は東側に長くのびる地理により中心部へのアクセスが制限されている。高齢化による運転免許返納や市
中心部への医療施設・商業施設の集中により、東西の集落と市中心部を結ぶ公共交通による移動手段はますます重要となってきている。
今後も市中心部への拠点集中が見込まれることから、鯖江市は「豊かさと安心のある暮らしを支える交通環境」を地域公共交通の将来像と
して、高齢者だけでなく市民全体が公共交通による利便性を享受できるよう公共交通網の整備を図る必要があると感じている。新しい利用
者層の開拓による積極的な利用促進を行うとともに、既存の利用者ニーズに対応により、将来像を形成出来るようにする。

鯖江市地域公共交通活性化協議会

生活交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）


